
 
本校の授業改善に向けた視点 

指導内容･指導方法の 
工夫 

教育課程編成上の 
工夫 

校内における 
研究や研修の工夫 

評価活動の工夫 
家庭や地域社会との 

連携の工夫 
小中一貫教育の視点 

・体験的・問題解決的な学習の重視。 

・緑のカーテン・学校菜園等の活用。 

・ICT機器の活用などによる指導法の工夫。 
・習熟度別指導やＴＴ指導の個に応じた工

夫。 

・各教科、領域においてコミュケーション能
力の育成。 

・国語科を基礎とし、各教科、領域において
言語活動の充実。 

・発展的な学習、補充的な学習の開発。 

・多目的室・学年（学級）の掲示板の有効利
用。 

・栄養士と連携し、食生活の向上を目指した

授業の実施。 

・読書に親しむ取り組みの重

視。（朝読書 20 分間週 1

回実施） 

・読書月間の年2回実施。 

・学級・学年の時間を週一回
15分間実施（朝学習・クラ
ス遊び・学年活動など活用） 

・体育集会、水泳指導など運
動に親しむ活動の計画実
施。 

 

・国語において「自ら考え表現

する力の育成」を目指した校
内研究を行い、表現力やコミ
ュニケーション能力の育成。 

・研究の成果を発表する。 

・初任研、2・3 年次研などの
場を活用して授業研究を推

進。 

・実技・実習などの事故防止や
資質を高める実技研修の実

施。 

・一人一人のよさや特技などの

把握と、発揮させる場面の設
定。 

・座席表を用い、発言の内容や

ノートの取り方などを記録
し、指導に活用。 

・教員相互の公開授業後、意見

交換の場を設定して、お互い
の授業改善を推進。 

・保護者・地域人材を活用した

授業の実施。保護者参画型の
授業実践。 

・教育活動を保護者・地域に積

極的に公開。 

・学校公開・授業参観を実施 

・道徳地区公開講座の実施 

・学校行事で保護者や地域から
受けた評価を授業改善に活
用。 

・学校評議委員会や学校評価関
係者委員会の活用。 

・光が丘第一中学校と合同で、

課題改善カリキュラムを作成

し、9 年間にわたる一貫した

教育課程の編成に向けた教育

内容や教育方法等を研究。 

・年間 4 回の小中合同研修会の

実施。 

→・研究授業の実施および協

議 

・教科指導の情報交換 

・小中児童生徒合同の活動の実

施 

 →・中学校紹介 

  ・部活動体験 

  ・あいさつ運動など  

 

光が丘四季の香小学校における確かな学力 
本校では基礎・基本を重視し、次の力を育成する。   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２９年度 学力向上を図るための全体計画 

＜学校教育目標＞ 

人権教育を基盤とし、児童一人一人が個性を尊重し合い、
未来に希望と自信をもち、知・徳・体の調和のとれた人間性
豊かで思いやりのある児童の育成を目指す。 

 ○自ら考える子(本年度の重点目標) 
 ○思いやりのある子 

 ○たくましい子 

区学力調査を受けて 
(国語) 
論理的文章の読解や表現する力を高める教
材を工夫する。 
(算数) 
基礎的な計算力を定着させる指導と式の意
味を理解し、正確に立式する力を育てる指導
法を工夫する。 

道徳教育の指導の重点 

・道徳の時間を要として全教育活動を通して、自他の生命

や人権を尊重する精神を培い、道徳的心情を深め実践意

欲と態度を育てる。 

・道徳教育推進教師を中心に児童の内面にせまる道徳の時

間における資料の開発、発問の精選等、指導方法の工夫

を図る。 

・あいさつ運動等の体験学習を通して、思いやりの心、自

由と規律、あいさつの習慣、公共心を育てる。 

・道徳授業地区公開講座を実施し、家庭、地域と連携した

道徳教育の実現を目指す。 

 

学校経営方針 

・楽しい学校 ・安心できる学校 ・きれいな学校 

○児童が満足感を味わえる学校を目指す 

・達成感・充実感・満足感存在感から生まれる「楽しさ」 

・「新しい発見の喜び」「分かる・できる喜び」を実感できる「楽しさ」 

・教職員も自ら考えて行動し、教育実践を通して成長し、経営参画できる「楽

しさ」 

○児童主体の授業づくり（自己肯定感を育てる） 

・児童の知的好奇心をゆさぶり、満足感・充実感のある授業づくり 

・思考力・判断力・表現力を育てる授業づくり 

・問題解決型授業展開で、自らの成長を感じさせる授業づくり 

・友達との関わりの中で学び合う楽しさを味わえる授業づくり 

・学びの連続性を生かした新3学期制による、学習目標の設定及び授業づくり 
総合的な学習の時間の指導の重点 

・秋の陽公園の米作り等、体験的な活動を
中心に児童の興味･関心、課題意識を大
切にして、各教科で学んだ知識や技能を

活用した学習指導を展開させる。 

・児童が主体的に課題解決に取り組む姿勢
を育てる単元設定やICT機器の活用等に
よる指導法の工夫を図る。 生活指導の重点 

・全教育活動との関連のもと、年間通して児童のあいさつ

運動の取り組みを行い、基本的生活習慣の定着を図ると

ともに､規範意識を高め、よりよい集団生活を築こうと

する態度を育成する。 

・児童の実態に即した月目標を設定し、週目標は、さらに

実態に即した具体的な目標とする。児童が目標の実践方

法を話し合い、主体的に取り組めるようにする。 

・児童理解を重視した情報交換の場としての生活指導全体

会を学期に１回以上、週1回の生活指導朝会を設ける。

また、特別支援教育委員会を毎月もち、特別支援教育コ

ーディネーターを中心に、心のふれあい相談員や学校生

活支援員を活用した教育相談の充実を図る。 

・家庭、関係諸機関との連携として学校サポートチームを

設置し、いじめ・不登校等、不適応児の早期発見、早期

対応に努め児童の健全育成を図る。 

・区一斉避難訓練への参加や大地震時の避難訓練を実施す

る。防災補助教材「3.11を忘れない」「つなみ」の活用

を図り、防災に対する意識を高める。 

・職員の防犯訓練等、校舎内外における安全管理に努め、

防犯・防災に関する避難訓練、セーフティ教室や交通安

全教室、情報モラル講習会等、安全教育の充実を図る。 

・学校・地域行事や保護者会､学校公開､個人面談､道徳授

業地区公開講座等を通して、家庭･地域との連携を密に

し､児童の健全育成を図る。また、ホームページや学校

便り、学年便りを通して教育活動に対する理解を得ると

ともに連携を図る。 

 

＜願い＞ 
・児童の実態や願い 
・保護者の願い 
・地域社会の願い 
・ＰＴＡ運営委員会からの要望など 

小２９ 練馬区立光が丘四季の香小学校 

特色ある教育活動 
・朝読書の時間、読書月間（年2回）、お話会の実

施、本の探検ラリー、光が丘図書館からの団体

貸し出し等を通して本に親しむ豊かな情操を

養い、児童の語彙を豊富にし、言語活動の充実

を図る。 

・緑のカーテン・プールのヤゴや小動物の飼育・

ビオトープ・学校菜園の活用を生活科、理科の

学習や総合的な学習の時間に位置付け、環境教

育を進めるとともに命の大切さ、生命の尊厳を

体験的に学ばせる教育を推進していく。 

・夏休み中の補充学習教室等を通して個に応じた

きめ細かな指導を行い、基礎的・基本的な内容

の確実な定着を図る。 

・秋の陽公園での稲作、光が丘公園での全校活動

等地域の自然や施設を有効に活用した体験的

な活動を取り入れるとともに、保護者参画型の

授業を積極的に行い、家庭および地域に開かれ

た学校づくりを進める。 

・縦割り班活動を定期的に行い、活動を充実させ、

児童相互の豊かなかかわり合いを深め、協調性

を培い豊かな人間関係づくりができるように

する。 

・小１プロブレムを防ぐため、旭町第二保育園、

光が丘第八保育園の園児と交流活動をし、園児

が小学校にかかわる機会を設ける。 

特別活動の指導の重点 
・展覧会、集会活動、クラブ活動等における児童の自発的･

自主的な活動を大切にして、個性の伸長や創造性の育成

を図るとともに、豊かな社会性を育む。 

・縦割り班活動、児童会活動等、児童が主体的に活動でき

る時間を確保し、学校生活に期待感や充実感をもって過

ごせるようにする。 

進路指導の重点 
・全教育活動を通して、児童の個性の伸長を図り、身近な

将来の目標や夢に向かって自己実現を図る意欲と態度を

養う。 

・光が丘第一中学校と連携し、計画的に生徒会役員による

説明会、文化発表会、部活動体験等、中学生とのかかわ

りをもつ中で、中学校に対する希望がもてるようにする。 

家庭地域社会との連携 
 
・通知表、面談、保護者会等を通して、保護者に
学力向上への理解と協力を求める。 

・啓発、連携、実践 

環境整備 
 
・言語環境の整備 
・緑のカーテンの整備 
・校内外の施設、設備の充実 
・花壇の活用 
・動植物の飼育、栽培 

 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領 

・都，区の教育目標 

・東京都人権施策推進指針 

 

授業改善策の検証 
 
・授業改善策の共通理解を図る。 
・授業の公開、授業参観 
・教科担当による授業の検証、改善策の見直し。 

外国語活動の指導の重点 
 
ＡＬＴ、外国語活動アドバイザーとの連携や、教員
研修会の実施を通して、児童のコミュニケーション
能力の素地を養い、豊かな表現力の育成を図る。 

各教科の指導の重点 
国語・思考力や創造力および言語感覚を養

うとともに、豊かな心情を育てる。 
社会・国土と歴史に対する理解と愛情およ

び、社会の形成者としての自覚を育
てる。 

算数・見通しをもち、筋道を立てて考える
能力を育てる。 

理科・自然を愛する心情を育て、進んで問
題を解決しようとする態度を育て
る。 

生活・具体的な活動や体験を通して、基本
的生活習慣や自立への基礎を養う。 

音楽・美しいものや崇高なものを尊重する
心情や豊かな情操を育てる。 

図工・創り出す喜びを味わわせ、豊かな情 
操を育てる。 

家庭・家族の一員として生活を工夫しよう
とする態度を育てる。 

体育・心と体を一体として捉え、楽しく明
るい生活を営む態度を育てる。 

基本的な生活習慣・学習指導 

読み・書き・計算 

各教科の 
基礎基本 

 

確 か な 学 力 

わかる 
【理解力・思考力】 

つたえる 
【表現力】 

 

しらべる 
【情報収集力】 

 

えらぶ 
【判断力・思考力】 

 

つくる 
【創造力】 

いきる・自分への自信 
【問題解決力】 


